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さて複素関数論を少しばかり思いだそう。いま 2次元座標(xぅ引から複素盛標z= x+iy 
を導入しよう c並進辻 z→ z+Co、スケール変換は z→ (1十Cl)Zと表される。これを拡





生成子 Ln(n = 0ヲ土 1，+ 2，・・・〉を導入する。このLnの間の交換関係は、
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となることを用いた。 伯方、ムD=1，η土=0とすると、 2kF の運動量変化を伴うので、































(ρ(x)ρ(0)) r-v const.十AOX-2+A2x一α8cos2kFx十A4x-accos4kFx (2.15) 
と振る舞う。これに対応する臨界指数試一つのパラメタ Kcで
αc三 4Kc， αs= 1 + Kc (2.16) 
と表すことができる。また、運動量分布関数は
(ηた)= (nkp) -const.lk -kFl6sgn(k -kF) 
の形をとり、対忘する臨界指数は
(2.17) 










































































































































ク}ロン反発がないとき (U= 0)、不純物電子は伝導電子と Vを通して議成するので、不
純物レベルは有限の寿命を持ち、共鳴幅ムだけ広がる(図3.3)。さて、相互作用の部分の
演算子辻




表し、ムndσ= ndσー く ndσ〉は平均殖からのずれで為る。ここで、最後の「ずれの積j
(揺らぎの項)ムndjムndlは小さいものとして無援する。このような平均場近鉱では、定







































H= LêkuCtCkσ 十乞 ε d!，d~+土工(VCkubtdu+ h.c.) (3.5) σσdσ v1Ntσσσ 
と書きなおすことができる。形式的ではあるが、相互作用がなくなったような形をしてい
る。ただし、勝手にヒlレベルト空間を広げてしまったので、これを律するための拘束条件
















ム*= 1くb>12ム|く b>12 = 1 -nd (3.7) 
のように繰ちこまれる [21]02香自の式は、拘束条件そのものである。変分を行って、繰
与こまれた共鳴幅と不純物レベルの具体的な表式を求めてみると、



























I;d(ω+) I"'.Jμ÷α1W+十O(ω!) (3.10) 
この式をグリーン関数の表式に代入し、少しだけ変形すると
G(ω+) rv z[ω+ -ZE~ +込*t1
となることがすぐ分かる。ここで




































































数をM とし、 Mが十分大きい極限で相互作用を Jij= J/Mとスケールしよう。このとき



























ξk → εた十 ~k(ε) (4.3) 


























































図4ふ動的平均場理論で計算された状態密麦:上の図から頼に UjW= 2， 4， 8である (W
はバンド揺)。
された問題はこれをどのように解くかである。アンダーソンモデルの動的性質を讃べるに







































例えば、グリ}ン関数は 14つの内部自由度jを反映して、 4x4の行列となり、 4x4
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